
問  題  番  号
正　答　ま　た　は　正　答　例

配　点
評　  価　  上　  の　  留　  意　  事　  項

問 小　問 小問 計

1

⑴

No. 1 ウ 2

20

No. 2 イ 2

No. 3 エ 2

⑵

No. 1 エ 2

No. 2 ア 2

No. 3 イ 2

⑶
No. 1 ア 2

No. 2 イ 2
⑷No. 2 は，better等も含め，比較級を用いて正答例と同等の内容が書かれている
ものを正答とする。大文字・小文字，綴り字等に誤りがあるものは評価の対象と
しない。

⑷
No. 1 ウ 2

No. 2 （例）　faster 2

2

Ⅰ

⑴
⒜ ウ 2

30

⒝ イ 2

⑵
⒜ （例）　She is running 3 Ⅰ⑵は，大文字・小文字，符号，綴り字，文法等に誤りがあるものは評価の対象と

しない。
⒝ （例）　Where did you buy 3

⑶

① October 2 Ⅰ⑶①は，大文字・小文字，綴り字等に誤りがあるものは評価の対象としない。

② （例）　is going to start at 3
Ⅰ⑶②～④については，
・語の順番が正確な 3語以上の英語で，かつ 1文で書かれているものを評価の対象
とする。大文字・小文字，符号，綴り字，文法等に誤りがあるものは評価の対象
としない。
・②は，will start at等も含め，正答例と同等の内容が書かれているものを正答と
する。
・③は，let me know if等も含め，正答例と同等の内容が書かれているものを正答
とする。
・④は，have practiced for等も含め，正答例と同等の内容が書かれているものを
正答とする。

③ （例）　tell us if 3

④ （例）　have been practicing for 3

Ⅱ

⑴ エ 3

⑵
⒜ エ（→）ア（→）ウ（→）イ 3

⒝ ウ 3

3

⑴ lives 2

23

⑴は，大文字・小文字，綴り字等に誤りがあるものは評価の対象としない。

⑵ イ 3

⑶ （例）　誰一人として飢えで亡くなる人がいない世
界にすること。 3 ⑶は，正答例と同等の内容が書かれているものを正答とする。前後の文脈により正

答例と同様の内容であると判断できる場合の誤字，脱字は減点しない。

⑷ エ 2

⑸ ウ（→）ア（→）イ（→）エ 4

⑹
ウ 3 ⑹は，順序は問わない。

オ 3

⑺ ア 3

4

⑴ イ 3

27

⑵ エ 2

⑶ ア 2

⑷
あ work 2 ⑷は，大文字・小文字，綴り字等に誤りがあるものは評価の対象としない。

い easier 2
⑹については，
・20 語以上の英語で書かれ，かつ語の順番が正確な英文（ここでは主語と動詞のあ
る英文）で書かれているものを評価の対象とする。ただし，英文の数は問わない。

・次のⅰⅱが内容的につながっているものを正答とする。
ⅰ下線部⑤についての考え
ⅱⅰの理由
・ⅰのみが書かれている場合は 3点とするが，ⅱのみが書かれている場合は評価の
対象としない。
・ⅰとⅱが内容的につながっていないものは，ⅰのみを評価の対象とし 3点とする。
・大文字・小文字，符号，綴り字，文法等に誤りがあるものは 1か所につき 1点の
減点とするが，これらの誤りが 3か所以上あっても減点は 2点までとする。

⑺は，大文字・小文字，綴り字等に誤りがあるものは評価の対象としない。

⑸ イ 2

⑹

（例）　I think using the re-delivery system is a 
good way to get packages.  If we tell our 
re-delivery plan to delivery drivers, we can 
make re-deliveries less.  （27 語）

8

⑺
⑥ tell the re-delivery plan 3

⑦ bring our packages 3
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